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第3節　標準メッセージ作成規則

1　メッセージ作成の原則
1.1　内容の一致

取引の内容と交換されるメッセージの内容は一致しなければならない。
1.2　メッセージの交換順序

メッセージの交換順序は、見積・発注・出荷・検収・請求・支払といった、一般的な商取引の流れに従う。
1.3　メッセージの処理

同一情報区分内のメッセージの処理前後関係は、送信者によって付与された［1］データ処理№の内容によって判定する。
1.4　メッセージの特定
メッセージを特定するキー項目は、発信した側の標準企業コード項目（［4］発注者コードまたは［5］受注者コード）と［1007］帳票№とする。
1.5　明細データの特定

明細データを特定するキー項目は、発信した会社が採番した［1200］明細コードとする。
1.6　明細コードの独立

 ［1200］明細コードは、［1289］補助明細コードと組み合わせて同一メッセージ内において全ての明細をユニークに識別する。
1.7　メッセージの取扱い

送信したメッセージは正規のデータとして処理する。したがって、一旦発信したメッセージの内容にデータ不足・誤りがあった場合は、ただちに変更メッセージ・取消メッセージを作成し送信する。

2　メッセージと取引内容の一致
2.1　１メッセージ（帳票）＝１取引
１つのメッセージ（帳票）に１つの取引データのみが含まれる場合、メッセージの全体情報が取引の全体情報と、明細データが取引の内訳情報と一致する。１つの注文によって１つの取引が発生するため、注文書は１メッセージ（帳票）＝１取引となる。
[image: image1.emf]支払通知書

○○建設様

　下記の通りお支払します。

注文

No.

取引件名 支払金額

A123-45 A

棟鉄筋工事

¥320,000

B456-12 B

棟仮設工事

¥180,000

： 　： ：

： 　： ：
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例：購買見積依頼
／回答情報
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　　確定注文／
　　注文請け情報

図3.3.2-1　１メッセージ＝１取引の例
2.2　１メッセージ（帳票）＝複数取引
１つのメッセージ（帳票）に複数の取引データが含まれる場合、各取引の情報は明細データとして表され、メッセージの全体情報は取引の合計を示す。
[image: image4.emf]注　文　書

○○商社様

　下記の通り注文いたします。

No.

品名 摘要 金額

1010

鉄棒

A

社製

φ20 ¥200,000

1020

手すり

鉄パイプ製

φ19 ¥250,000

　： 　： ： ：

　： 　： ： ：


例：総括請求情報
　　支払通知情報
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図3.3.2-2　１メッセージ＝複数取引の例
2.3　複数メッセージ（帳票）＝１取引
１つの取引が複数のメッセージ（帳票）にまたがる場合、メッセージは取引の内訳情報と一致する。このとき、同一取引であるかどうかは、［1303］注文番号によって確認する。
例：納品書／受領書

                         納品書 №XX 注文名 A棟用鉄棒
                   納品書 №2  注文名 A棟用鉄棒 
　注文番号    1010       
                                                                 メッセージ××
                                                                   ・
                                                                 ・            ＝１取引
                                                           メッセージ２
                                                       メッセージ１
図3.3.2-3　　複数メッセージ＝１取引の例

3　取引を特定するキー項目
取引を特定するキー項目について以下のように定める。

3.1　取引を特定するキー項目
取引を特定するメッセージ上のキー項目は、原則として発信した側の標準企業コードと発注会社の採番した注文番号（確定注文情報の帳票№）とする。注文番号の位置は情報区分によって、［1007］帳票№・［1009］参照帳票№・［1204］明細別参照帳票№のいずれかに記載される。メッセージ（帳票）の特定は、発信者の標準企業コードと、［1007］帳票№・［1009］参照帳票№に格納された帳票番号で行う。



3.2　注文番号・明細コードのユニーク性
注文番号・明細コードのユニーク性を確保するため、その採番にあたっては重複しないよう注意しなければならない。

3.3　１メッセージ＝複数取引におけるキー項目
支払通知など、同一メッセージ内で複数の取引情報が含まれており、注文書（請求書）などとの関連づけを行う必要がある場合には、［1204］明細別参照帳票№において、注文番号（請求番号）を記入した明細データを作成することにより、個々の取引を特定することができる。ただし、明細データの変更・削除におけるキー項目は［1200］明細コードを使用する。

	

	

	

	

	
	

	


	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	

	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	

	
	

	
	

	
	
	
	

	
	



	

	

	

	

	
	

	


	


	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	
	

	
	

	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	
	

	
	

	

	
	
	
	

	
	

	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	
	

	
	

	

	
	
	
	

	
	

	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	

	

	
	
	
	

	
	
	

	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	

	

	
	
	

	
	
	

	

	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

















4　変更・取消データの作成方法
一旦発信したメッセージの内容に不足・誤りがあった場合は、ただちに変更メッセージ・取消メッセージを作成し送信する。

この時の変更・取消データの作成は下表に従う。全体情報については、データ項目単位で変更・取消を行う。明細情報については明細データ（セグメント）単位で変更・取消を行う。

変更方法には、全てのデータを再送信する一括変更と、変更したデータのみ送信する一部変更の２つがある。メッセージの変更を一括変更で行うか、一部変更で行うかは、データ送受信を行う企業間において調整を行う。

表3.3.4-1　変更・取消データの編集方法
	


	

	


	


	


	



	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	


	
	
	
	
	
	

	








	

	


	

	

	
	


	
	
	


	
	


	
	


	
	
	

	
	

	
	


	








	

	



	

	



	
	


	
	
	
	
	
	
	


	
	
	


	
	

	
	








	タグNo.
	項目名
	メッセージ

新規作成
	メッセージ

一括変更
	メッセージ

全文取消
	メッセージ

一部変更

	   1
	データ処理No.
	新規時の
内容
	変更時の内容
	変更時の内容
	変更時の内容

	   2
	情報区分
コード※1
	新規時の内容
	変更前と同一
	変更前と同一
	変更前と同一

	   3
	データ作成
年月日
	新規時の内容
	変更時の内容
	変更時の内容
	変更時の内容

	   4
	発注者コード
※1
	新規時の内容
	変更前と同一
	変更前と一
	変更前と同一

	   5
	受注者コード
※1
	新規時の内容
	変更前と同一
	変更前と同一
	変更前と一

	   9
	訂正コード
※１
	1
	2
	3
	4

	1007
	帳票No.※1
	新規時の内容
	変更前と同一
	変更前と同一
	変更前と同一

	1001～

1006

1008

～

1199

1300

～

1399

1600

～

1699
	(上記以外の)

全体情報
	新規時の内容
	【変更しない項目】

変更前の内容

【変更する項目】

変更後の内容
※2

【削除する項目】

送信しては
ならない
	変更前の
内容
	【変更しない項目】

送信しては
ならない

【変更する項目】

変更後の内容

※2

【削除する項目】

ﾃﾞｰﾀ・ﾀｸﾞ
のみ送信　※3

	1201～

1299

1400

～

1499

1500

～

1599
	明細情報
	新規時の内容
	【変更しない項目】

変更前の内容

【変更する項目】

変更後の
明細データ

【削除する項目】

送信しては
ならない
	変更前の内容
	【変更しない項目】

送信しては

ならない

【変更する項目】

変更後の
明細データ

【削除する項目】

明細コード
のみ送信







※1　変更・取消の処理を行うためのキー項目
※2　全体情報におけるマルチ項目（タグNo.が1200未満で、かつ「第3章 第2節 2.4 データ項目定義およびマトリックス」の列"マルチ"に何らかの記述がある項目）は、変更したセグメント（反復単位）だけでなく全てのセグメントを送信する。
※3　データ長は０バイトとする。
5　消費税の取扱い
データ項目定義において消費税を含むと指定されたデータ項目については、原則として消費税を含んだ金額を示す。この他の金額項目については、原則として消費税金額を含めない価格を表示する。ただし、消費税コードにより内税であることを示して消費税を含んだ金額を表示することができる。

表3.3.5-1　購買見積依頼／購買見積回答・確定注文／注文請けにおける
帳票金額の関係（例）
	明　細　情　報
	全　体　情　報
	金額例
	計算式

	1)［1223］明細金額


	1)［1088］明細金額計

2)［1089］明細金額計調整額

3)［1090］調整後帳票金額計
4)［1096］消費税額

5)［1097］最終帳票金額
	\ 1,100,000

 - \ 100,000

\ 1,000,000
   \ 50,000

\ 1,050,000
	1)＋2)
3)×税率※１
3)＋4)



             ・・・消費税額又は消費税を含んだ金額
　※１：消費税率。例示では５％
表3.3.5-2　出来高報告／出来高確認における帳票金額の関係（例）
	明　細　情　報
	全　体　情　報
	金額例
	計算式

	 1)［1225］契約金額明細


	 1)［1092］契約金額計

 2)［1093］契約金額調整額

 3)［1094］調整後契約金額計

 4)［1098］契約金額消費税額

 5)［1099］最終契約金額
	\ 1,100,000

－\ 100,000

\ 1,000,000

   \ 50,000

\ 1,050,000


	1)＋2)

3)×税率※１
3)＋4)

	 6)［1223］明細金額


	 6)［1088］明細金額計

 7)［1089］明細金額計調整額

 8)［1090］調整後帳票金額計
	  \ 110,000

 －\ 10,000

  \ 100,000
	（出来高計）

（値引き等）

6)＋7)

	 9)［1233］前回迄累積出来高金額明細

10)［1235］今回迄累積出来高金額明細

11)［1237］契約金額差引残高明細
	 9)［1107］前回迄累積出来高金額計

10)［1109］今回迄累積出来高金額計

11)［1111］契約金額差引残高計
	  \ 200,000

  \ 300,000

  \ 700,000
	8)＋9)

3)－10)

	12)［1262］税込前回迄累積出来高金額明細

13)［1263］税込今回迄累積出来高金額明細

14)［1264］税込契約金額差引残高明細
	12)［1152］税込前回迄累積出来高金額計

13)［1153］税込今回迄累積出来高金額計

14)［1154］税込契約金額差引残高計
	  \ 210,000

  \ 315,000

  \ 735,000
	9)×(1+税率※１)

12)＋8)×（1+
税率※１)

5)－13)



             ・・・消費税額又は消費税を含んだ金額
　 ※１：消費税率。例示では５％。
表3.3.5-3　請求情報／請求確認情報における帳票金額の関係（例）
	明　細　情　報
	全　体　情　報
	金額例
	計算式

	 1)［1225］契約金額明細


	 1)［1092］契約金額計

 2)［1093］契約金額計調整額

 3)［1094］調整後契約金額計

 4)［1098］契約金額消費税額

 5)［1099］最終契約金額
	\ 1,100,000

－\ 100,000

\ 1,000,000

   \ 50,000

\ 1,050,000

	1)＋2)

3)×税率※１
3)＋4)

	 6)［1223］明細金額


	 6)［1088］明細金額計

 7)［1089］明細金額計調整額

 8)［1090］調整後帳票金額計
	  \ 110,000

 －\ 10,000

  \ 100,000
	6)＋7)

	 9)［1253］今回請求金額明細

10)［1290］消費税明細

11)［1291］最終金額明細
	 9)［1112］今回請求金額計

10)［1096］消費税額

11)［1097］最終帳票金額
	   \ 90,000

    \ 4,500

   \ 94,500
	8)×支払割合※２
9)×税率※１
9)＋10)


             ・・・消費税額又は消費税を含んだ金額
　 ※１：消費税率。例示では５％。
　 ※２：部分払いにおける支払割合。例示では９０％。
表3.3.5-4　出来高を含む請求情報／請求確認情報における帳票金額の関係（例）
	明　細　情　報
	全　体　情　報
	金額例
	計算式

	 1)［1225］契約金額明細


	 1)［1092］契約金額計

 2)［1093］契約金額計調整額

 3)［1094］調整後契約金額計

 4)［1098］契約金額消費税額

 5)［1099］最終契約金額
	\ 1,100,000

－\ 100,000

\ 1,000,000

   \ 50,000

\ 1,050,000


	1)＋2)

3)×税率※１
3)＋4)

	 6)［1223］明細金額


	 6)［1088］明細金額計

 7)［1089］明細金額計調整額

 8)［1090］調整後帳票金額計
	  \ 110,000

 －\ 10,000

  \ 100,000
	（出来高計）

（値引き等）

6)＋7)

	 9)［1253］今回請求金額明細

10)［1290］消費税明細

11)［1291］最終金額明細
	 9)［1112］今回請求金額計

10)［1096］消費税額

11)［1097］最終帳票金額
	  \ 100,000

    \ 5,000

  \ 105,000


	8)

9)×税率※１
9)＋10)

	12)［1233］前回迄累積出来高金額明細

13)［1235］今回迄累積出来高金額明細

14)［1237］契約金額差引残高明細
	12)［1107］前回迄累積出来高金額計

13)［1109］今回迄累積出来高金額計

14)［1111］契約金額差引残高計
	  \ 200,000

  \ 300,000

  \ 700,000
	8)＋12)

3)－13)

	15)［1258］前回請求金額明細

16)［1261］今回請求金額合計明細
	15)［1148］前回請求金額計

16)［1151］今回請求金額合計
	   \ 80,000

  \ 100,000
	（前回出来高\80,000）

9)

	17)［1227］前回迄累積請求金額明細

18)［1229］今回迄累積請求金額明細

19)［1231］契約金額支払残高明細
	17)［1101］前回迄累積請求金額計

18)［1103］今回迄累積請求金額計

19)［1105］契約金額支払残高計
	  \ 200,000

  \ 300,000

  \ 700,000
	12)

16)＋17)

3)－18)

	20)［1262］税込前回迄累積出来高金額明細

21)［1263］税込今回迄累積出来高金額明細

22)［1264］税込契約金額差引残高明細
	20)［1152］税込前回迄累積出来高金額計

21)［1153］税込今回迄累積出来高金額計

22)［1154］税込契約金額差引残高計
	  \ 210,000

  \ 315,000

  \ 735,000
	12)×税率※１
20)＋8)×(1+
税率※１)

5)－21)

	
	
	
	

	23)［1265］税込前回請求金額明細

24)［1268］税込今回請求金額合計明細
	23)［1155］税込前回請求金額計

24)［1158］税込今回請求金額合計
	   \ 84,000

  \ 105,000
	15)×(1+税率※１)

11)

	25)［1269］税込前回迄累積請求金額明細

26)［1270］税込今回迄累積請求金額明細

27)［1271］税込契約金額支払残高明細
	25)［1159］税込前回迄累積請求金額計

26)［1160］税込今回迄累積請求金額計

27)［1161］税込契約金額支払残高計
	  \ 210,000

  \ 315,000

  \ 735,000
	17)×(1+税率※１)

24)＋25)

5)－26)



             ・・・消費税額又は消費税を含んだ金額
　 ※１：消費税率。例示では５％。
表3.3.5-5　総括請求情報における帳票金額の関係（例）
	明　細　情　報  ※２
	全　体　情　報
	金額例
	計算式

	 1)［1253］今回請求金額明細

 2)［1290］消費税明細

 3)［1291］最終金額明細
	 1)［1112］今回請求金額計

 2)［1096］消費税額

 3)［1097］最終帳票金額
	\ 8,600,000

  \ 430,000

\ 9,030,000

	（取引別の請求金額）
1)×税率※１
2)＋3)

	
	 4)［1155］税込前回請求金額計

 5)［1157］税込今回繰越請求金額計

 6)［1158］税込今回請求金額合計
	\ 7,560,000

  \ 420,000

\ 9,450,000
	3)＋5)



             ・・・消費税額又は消費税を含んだ金額
　 ※１：消費税率。例示では５％。
　 ※２：総括請求情報では他の請求情報と異なり、明細情報が取引別の請求金額等を表す。
表3.3.5-6　　支払通知における帳票金額の関係（例）
	明　細　情　報  ※１
	全　体　情　報
	金額例
	計算式

	 1)［1239］今回支払計上金額明細

 2)［1241］今回支払金額明細
	 1)［1124］今回支払計上金額計

 2)［1126］今回支払金額計
	\ 9,450,000

\ 9,450,000
	1)

	 3)［1242］控除相殺金額明細

	 3)［1127］控除・相殺金額明細計

 4)［1129］一括控除・相殺金額

 4)［1129］一括控除・相殺金額

 5)［1130］一括控除・相殺金額計

 6)［1131］控除・相殺金額合計
	－\ 105,000

－\ 210,000

－\ 420,000

－\ 630,000

－\ 735,000
	4)の合計

3)＋5)

	 7)［1243］調整後今回支払金額明細
	 7)［1132］調整後今回支払金額計
	\ 8,715,000


	2)＋6)

又は8)+9)+10)

	 8)［1244］今回支払金額内現金金額明細

 9)［1245］今回支払金額内手形金額明細

10)［1246］今回支払金額内期日一括払い

　　　　 金額明細
	 8)［1133］今回支払金額内現金金額計

 9)［1134］今回支払金額内手形金額計

10)［1135］今回支払金額内期日一括払い

 　　　　金額計
	\ 2,205,000

\ 4,305,000

\ 2,205,000


	



             ・・・消費税額又は消費税を含んだ金額
　 ※１：支払通知情報では、明細情報が取引別の支払い金額等を表す。
6　金額の符号
金額の符号を次のように規定する。
6.1　支払（請求）金額の符号
発注者・受注者間のメッセージ交換において、発注者が受注者に対し支払う金額（受注者が発注者に対し請求する金額）を正（プラス）の符号とする。

したがって、受注者が発注者に対し支払う金額（返却する金額）は負（マイナス）の符号となる。

6.2　値引き金額の符号
発注者・受注者間のメッセージ交換において、受注者の値引きを示す金額は帳票金額調整額（契約金額調整額）において負（マイナス）の符号とする。
6.3　控除・相殺金額の符号
発注者・受注者間のメッセージ交換において、発注者が受注者に対し、控除・相殺による支払金額の減額を示す金額は一括控除・相殺金額などにおいて負（マイナス）の符号とする。

7　工事コード
発注者の社内システムにおいて、原価管理処理上の仕分けをするためのキー項目として、［1006］工事コードを用いる。ただし、注文番号（［1007］帳票№、または ［1009］参照帳票№）をキーコードとして利用している企業は、工事コードによらず、注文番号で原価管理処理を行う。
8　中間業者を介した商取引におけるコードの設定
商社など中間業者を介した商取引においては、使用材料のメーカー指定や運送業者・商社の指定をすることができる。
これらの発注者・受注者以外の企業コードなどの設定については下記の表に示した規則に従う。

間接納品　　　　　　　　　　　　　　輸送指示

図3.3.8-1　中間業者を介した商取引の例
表3.3.8-2　中間業者を介した商取引におけるコードの設定方法
	タグ№
	     項　目　名
	 ①Ａ社→Ｂ社
	 ②Ｂ社→Ａ社
	 ③Ｂ社→Ｃ社
	 ④Ｃ社→Ｂ社

	 1007


	帳票№（注文番号）


	 Ａが採番した
 注文番号
	 Ａが採番した
 注文番号
	 Ｂが採番した
 注文番号
	 Ｂが採番した
 注文番号

	 1087


	元発注者注文№


	
	
	 Ａが採番した
 注文番号
	 Ａが採番した
 注文番号

	 1023


	受注者コード２

（発注者採番）


	 Ａが採番した
 Ｂのコード
	 Ａが採番した
 Ｂのコード
	 Ｂが採番した
 Ｃのコード
	 Ｂが採番した
 Ｃのコード

	 1034


	発注者コード２

（受注者採番）
	 Ｂが採番した
 Ａのコード
	 Ｂが採番した
 Ａのコード
	 Ｃが採番した
 Ｂのコード
	 Ｃが採番した
 Ｂのコード

	 1137


	別途受渡し場所コード


	 Ａが採番した
 場所コード
	 Ａが採番した
 場所コード
	 Ａが採番した
 場所コード
	 Ａが採番した
 場所コード

	 1050


	施工者・納入者コード２


	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード

	 1075


	運送者コード２


	 Ａが採番した
 Ｃのコード
 (Ｃ＝運送者)
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
 (Ｃ＝運送者)
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
 (Ｃ＝運送者)
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
 (Ｃ＝運送者)

	 1247


	明細別使用メーカーコード


	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード

	 1249


	明細別使用商社コード


	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード
	 Ａが採番した
 Ｃのコード


9　CADデータの伝送
9.1　CADデータの伝送パターン
CADデータを含むメッセージの送信に際しては、メッセージの中のCADデータの処理に必要な封筒情報の有無により、以下のパターンでの伝送が可能であり、いずれのパターンで伝送してもよい。

パターン1　メッセージとCADデータを一緒に伝送するケース
メッセージ内には帳票データに関するデータ項目とCADデータの処理に必要な封筒情報のデータ項目があり、必要に応じ、次のように使い分ける。

(1) 帳票データとそれに関連するCADデータを同時に伝送する場合。
この場合、情報区分コードは、各帳票情報の情報区分コードを使用する。（例えば、購買見積回答情報では「0302」）
 ①CADデータ処理の為の封筒情報も伝送する場合。



購買見積回答メッセージ（情報区分コードは「0302」）
②CADデータ処理の為の封筒情報に関するデータ項目は省略してもよい。



購買見積回答メッセージ（情報区分コードは「0302」）

図3.3.9-1　帳票データとCADデータを一緒に伝送するケース
(2) 帳票データを伴わず、封筒情報だけを付けてCADデータを伝送する場合。
この場合、情報区分コードは「CADデータ情報」の「5101」を使用する



ＣＡＤデータ封筒メッセージ（情報区分コードは「5101」）

図3.3.9-2　封筒情報とCADデータを伝送するケース
パターン2　CADデータのみを伝送するケース
データ項目（メッセージ）を含まないCADデータのみのメッセージグループを作成し、伝送を行う。この場合メッセージグループ・ヘッダーの情報区分コードには「メッセージなしデータ情報」の「9301」をセットする。単純にCADデータだけを伝送したい場合は、この方法で簡単に送ることができる。

図3.3.9-3　CADデータのみを伝送するケース
CIIシンタックスルール1.51以上では、「設計画像データ」（CI-NETのCADデータと同義）が定義されている。設計画像データはメッセージと同等の位置づけを持っており、メッセージグループはメッセージと設計データで構成される。メッセージと設計データを任意にメッセージグループに含めることができ、メッセージグループは以下の３種が存在可能となった。
①メッセージだけのメッセージグループ（設計画像データを送らない従来のメッセージグループ）

　　パターン1                                                               ･･･
②メッセージと設計画像データの混在したメッセージグループ


　　パターン2                                                               ･･･
③設計画像データだけのメッセージグループ


　　パターン3                                                               ･･･
※CADデータのみを伝送する場合には、「メッセージなしデータ情報」として、情報区分
「9301」をメッセージ・ヘッダーにセットする。

ファイル交換                                       ･･･････････
ファイル                                                    ･･･････

メッセージ
グループ                                                                       ･･･

メッセージ                           ・・・・
　ＭＨ　：メッセージ・ヘッダー（メッセージの始まりを示す）

  ＴＦＤ：Transfer Form Data（ＴＦＤ１つにデータ項目１つが対応する）

　ＭＴ　：メッセージ・トレーラー（メッセージの終わりを示す）

　ＣＩＨ：設計画像データ・ヘッダー（設計画像データの始まりを示す）

  ＣＩＴ：設計画像データ・トレーラー（設計画像データの終わりを示す）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（CIIシンタックスルールより抜粋修正）
図3.3.9-4　CIIシンタックスルールVer.2.1の交換の階層
9.2　帳票データのメッセージとCADデータのマッチング
CADデータが付随していない見積依頼情報等の帳票データのメッセージと、CADデータ情報（封筒情報付きのCADデータ）が別々に伝送された場合、帳票データのメッセージの側からは［1144］参照CADデータ情報帳票№に記載されたCADデータ情報の帳票番号により、CADデータ情報の側からは［1009］参照帳票№に記載された帳票データのメッセージの帳票番号により、帳票データのメッセージとCADデータを対応させる（マッチングさせる）ことができる。

図3.3.9-5　帳票データのメッセージ側からのマッチング

図3.3.9-6　CADデータ情報側からのマッチング
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西村様指摘：P203の工事コードが取引のキーになることを記載する必要がある→そのまま
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